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1月22日（金）

ポスターセッション（1）　13：00～14：00 ポスター会場（2階 国際会議室）

P1-001 高齢者の10年間の死亡を用いた死亡原因と生活習慣との関連分析
三根 真理子 長崎大学 原爆後障害医療研究所

P1-002 日本人における、喫煙と膀胱癌罹患リスクに関する systematic review

正岡 寛之 愛知県がんセンター研究所 遺伝子医療研究部

P1-003 喫煙の癌リスク推定における性差の影響
近藤 久義 長崎大学原爆後障害医療研究所 資料収集保存・解析部 資料調査室

P1-004 たばこのニコチン・タール含有量と喫煙習慣との関連に関する研究
嶋谷 圭一 鹿児島大学大学院

P1-005 Water-pipe tobacco smoking and gastric cancer among Vietnamese men

Lai Minh Hang   Kagoshima University

P1-006 乳腺濃度とアルコール摂取との関連についての検討
岡本 隆英 海老名メディカルサポートセンター

P1-007 頭頸部癌患者コホートにおける飲酒と予後の関連の検討
澤部 倫 名古屋市立大学耳鼻咽喉科

P1-008 Lung cancer risk in workers exposed to benzidine and/orβ -naphthylamine：
a review and meta-analysis

冨岡 公子 奈良県立医科大学 県民健康増進支援センター

P1-009 Coffee and the risk of colorectal cancer：a pooled analysis from two case-

control studies in Japan

中川 弘子 愛知県がんセンター研究所 疫学・予防部

P1-010 魚、n-3多価不飽和脂肪酸摂取と膵臓がん罹患との関連：多目的コホート研究
日高 章寿 国立がん研究センター がん予防・検診研究センター

P1-011 加齢と hOGG1遺伝子プロモーター領域のメチル化の関連
原 めぐみ 佐賀大学 医学部医学科社会医学講座予防医学分野

P1-012 びまん型胃がんの早期発見マーカーとしてのmiRNAの検討
尾瀬 功 愛知県がんセンター研究所 疫学・予防部

ポスターセッション
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P1-013 学童における学習まんがを用いたがん検診についての知識の普及に関する研究
三代 泉 国立がん研究センター がん予防・検診研究センター 疫学研究部

P1-014 地域がん登録の照合によるマンモグラフィ・超音波検査併用乳がん検診評価の試み
大木 いずみ 栃木県立がんセンター 研究所 疫学研究室

P1-015 大学生の子宮頸癌に対する意識調査
森山 良太 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 医学検査学科

P1-016 高血圧の影響を考慮したヘモグロビンと肝細胞増殖因子（HGF）の関係
清水 悠路 長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 地域医療学分野

P1-017 公的機関の職員における睡眠時無呼吸症候群と血圧の関連について
関山 タマミ 順天堂大学大学院医学研究科 公衆衛生学

P1-018 座位行動および余暇身体活動と高血圧：コホート研究
―Niigata Wellness Study―
丸藤 祐子 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所

P1-019 慢性脳血管障害者における総合的追跡調査　発病10年
リハニーズの同定および達成と未達成の推移
澤 俊二 金城大学 医療健康学部

P1-020 後期高齢者における脳梗塞医療連携計画策定が医療資源利用に与える影響の評価
西 巧 福岡県保健環境研究所

P1-021 健常日本人における水分摂取の脳卒中予防効果に関する研究：KOBE study

西川 智文 京都光華女子大学 健康科学部

P1-022 Dietary Pattern and Its Association with Blood Pressure and Lipid Profi les 

among Japanese Adults

Naychi Htun  Department of Nutritional Epidemiology, National Institute of  Health and Nutrition, 

Tokyo, Japan.

P1-023 Sickness absence and return to work among Japanese stroke survivors

遠藤 源樹 東京女子医科大学 衛生学公衆衛生学第二講座

P1-024 Effect of neurologic specialist staffi ng on 30 days in-hospital mortality after 

cerebral infarction

Matsui Hiroki  Department of Clinical Epidemiology and Health Economics, 
School of Public Health, The University of Tokyo
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P1-025 閉経後女性における生殖関連要因と脳卒中発症との関連：大迫研究
村上 慶子 帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座

P1-026 組織間での分散秘匿ロジスティック回帰による脳卒中の分析
菊池 浩明 明治大学 総合数理学部

P1-027 Milk Drinking and Risk of Stroke Mortality：a Propensity Score Matched 

Survival Analysis

Wang Chaochen  Department of Public Health, Aichi Medical University, Nagakute, Aichi, Japan

P1-028 エピゲノムワイド関連研究と一塩基多型（SNP）の統合解析による
血漿レジスチン濃度調節機構の解明
中杤 昌弘 名古屋大学 医学部附属病院 先端医療・臨床研究支援センター

P1-029 痛風のゲノムワイド関連解析：新規遺伝子座の同定とコンパニオン診断の可能性
松尾 洋孝 防衛医大 分子生体制御学

P1-030 一般集団における血清メタロチオネイン値の検討
服部 雄太 名古屋大・医 予防医学

P1-031 食行動・食後食欲と食後血糖値・インスリン値変化との関連
山本 靖子 順天堂大学大学院医学研究科公衆衛生学

P1-032 2型糖尿病の簡便な予測因子としての握力の可能性：コホート研究
―Niigata Wellness Study―
門間 陽樹 東北大学 医工学研究科

P1-033 Ability of different metabolic syndrome criteria for predicting diabetes in a 

Japanese population

Hu Huanhuan  Department of Epidemiology and Prevention,  National Center for Global Health 

and Medicine

P1-034 余暇運動量の変化と前糖尿病および糖尿病発症リスク：職域コホート研究
桑原 恵介 帝京大学 大学院公衆衛生学研究科

P1-035 Sociodemographic differences in trends in raised fasting glucose prevalence 

in 2002 and 2011 in Fiji

Drauna Adi Naioba Drauna Miriama    Graduate School of Comprehensive Human Sciences, 

University of Tsukuba

P1-036 Sweet beverages and incidence of type 2 diabetes：a systematic review and 

the population impact

Imamura  Fumiaki    MRC Epidemiology Unit, University of Cambridge, Cambridge, 

the United Kingdom



― 28 ―

P1-037 職域の糖尿病有所見者における、1年間の外来受診頻度と翌年健診でのHbA1c変化
志摩 梓 滋賀医科大学

P1-038 HbA1cと将来の聴力低下との関連
長濱 さつ絵 東邦大学 医学部 社会医学講座 衛生学分野

P1-039 無作為化比較試験によるMetS危険因子の個数削減のための
ライフスタイル改善プログラム効果の評価
渡辺 満利子 昭和女子大学

P1-040 特定健診・特定保健指導における運動指導と食事指導の併用効果
西 信雄 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所

P1-041 ライフスタイル改善のための行動タイプ別アプローチの効果の評価
―研究プロトコルでの標本数算出の検討―
安達 美佐 栄養サポートネットワーク合同会社

P1-042 肥満を有し空腹時血糖異常を呈する日本人に対する積極的な生活習慣介入の
費用効用分析
後藤 温 東京女子医科大学医学部衛生学公衆衛生学第二講座

P1-043 小児におけるインフルエンザワクチンの有効性に関する検討：
埼玉県蕨戸田市医師会調査2014‒2015年
松田 彩子 帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座

P1-044 学校における欠席者数報告にもとづくインフルエンザ流行予測
―パンデミック2009H1N1を対象として―
古島 大資 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

P1-045 学級別感染症流行モデルに基づく休校措置の流行抑止効果の分析：
新型インフルエンザの場合から
梯 正之 広島大学大学院医歯薬保健学研究院

P1-046 妊婦における季節性インフルエンザの健康影響について
大藤 さとこ 大阪市立大学 大学院医学研究科 公衆衛生学

P1-047 維持透析患者におけるインフルエンザワクチンの免疫原性と腎機能との
関連について
井手 悠一郎 聖マリア学院大学 看護学部

P1-048 川崎病の政令指定都市および東京特別区における地域・時間集積性
（2007～2012年）
佐野 尭 自治医科大学 公衆衛生学部門
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P1-049 前期高齢者と後期高齢者の肺炎の危険因子
鷲尾 昌一 聖マリア学院大学

P1-050 Time series analysis of monthly numbers of newly registered cases of active 

tuberculosis in Japan

鷲見 紋子 札幌医科大学 医学部 衛生学講座

P1-051 NFKB1 gene polymorphism and HTLV-I related factors among general 

population

Kairupan Sefanya Tara    Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental 

Sciences, Kagoshima, Japan

P1-052 H. pylori感染診断における ELISAキット［Eプレート '栄研 '］と
LA法［LZテスト '栄研 '］の有用性の検討
荒井 健介 愛知医科大学公衆衛生学教室

P1-053 Risk factors for free fl ap failure in 2,846 patients with head and neck cancer

Ishimaru Miho    Department of Clinical Epidemiology and Health Economics, 

School of Public Health, The University of Tokyo, Tokyo, Japan

P1-054 Impact of body mass index on the outcomes of open reduction for mandibular 

fracture

大野 幸子 東京大学医学系研究科社会医学専攻臨床疫学・経済学教室

P1-055 一般集団における低体重と嚥下困難感との関連
内藤 真理子 名古屋大学大学院 医学系研究科 予防医学

P1-056 喪失歯数、歯磨き回数と脳血管疾患、虚血性心疾患リスクとの関連：
歯科医師コホート研究
若井 建志 名古屋大学大学院医学系研究科 予防医学

P1-057 歯科治療中断に関連する因子：大阪市における住民ベースの横断研究から
近藤 亨子 大阪市立大学 大学院医学研究科

P1-058 習慣飲酒・機会飲酒と特発性大腿骨頭壊死症の関連：多施設共同症例・対照研究
福島 若葉 大阪市立大学大学院 医学研究科 公衆衛生学

P1-059 サーベイランスデータに基づくわが国のプリオン病の疫学像
阿江 竜介 自治医科大学 地域医療学センター 公衆衛生学部門

P1-060 難病医療受給者の就労割合
黒沢 美智子 順天堂大学医学部衛生学
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P1-061 長期的な自覚ストレスとDNA酸化損傷（尿中8OHdG）との関連は
抑うつの高さによって異なる：J-MICC study SAGA

島ノ江 千里 佐賀大学 医学部 社会医学講座 予防医学分野

P1-062 ストレス状況およびその対処法と異常発汗の関連：J-MICC Study大幸研究
川合 紗世 名古屋大学大学院 医学系研究科 予防医学

P1-063 内科診療所受診者を対象とした希死念慮を伴ううつ状態のリスク要因に関する研究
藤枝 恵 久留米大学医学部神経精神医学講座

P1-064 高齢者における独居、社会的サポートとうつ症状発症の関連：
JAGES 3年間コホート研究
本庄 かおり 大阪大学 グローバルコラボレーションセンター

P1-065 ソーシャル・キャピタルは高齢者の抑うつ格差を縮小するか：
JAGES横断データを用いたマルチレベル分析
長谷田 真帆 東京大学 大学院医学系研究科

P1-066 Modifying effect of social capital on the association between traumatic 

experience and happiness

三木 崇弘 国立成育医療研究センター 社会医学研究部

P1-067 福島県一般住民における科学技術および公的機関への不信感と
精神的健康との関連：関東地方との比較
任 喜史 東京大学 医学系研究科 精神保健学分野

P1-068 こころの健康の沿岸‒内陸較差の年次比較：東北メディカル・メガバンク事業
成田 暁 東北大学 東北メディカル・メガバンク機構

P1-069 東日本大震災被災地域における男性労働者の震災前後での
メンタルヘルス状況変化、職種別の検討
大澤 正樹 岩手産業保健総合支援センター

P1-070 日本人勤労男性における焼魚摂取頻度と抑うつ傾向との関連：横断研究
杉山 将太 東北大学大学院医学系研究科運動学分野

P1-071 高齢求職者・就労者における物忘れ愁訴と認知機能低下の関連
南 潮 東京都健康長寿医療センター研究所

P1-072 妊婦の総ホモシステインと胎児神経管閉鎖障害
―妊婦の甲状腺ホルモンの効果修飾作用
顧 艶紅 帝京大学 大学院 公衆衛生学研究科
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P1-073 The association between prenatal yoga and the administration of ritodrine 

hydrochloride

川西 康之 旭川医科大学健康科学講座

P1-074 Height, its components and fertility and breast cancer in Japan

本荘 哲 NHO 福岡病院 小児科

P1-075 Anemia in Infants 3-6 Months and the Associated Risk factors in Nairobi, 

Kenya

Kemunto Carolyn   Department of Clinical Trial and Clinical Epidemiology, University of Tsukuba

P1-076 Promoting healthy fetal and post-natal growth with supplementation of 

prebiotics in pregnant women

Ferdousi Farhana   University of Tsukuba, Japan

P1-077 Effect of early pregnancy nutritional status of mothers on kidney size of rural 

Bangladeshi children

Ferdous Farzana    Graduate School of Comprehensive Human Sciences, 

The University of Tsukuba, Japan

P1-078 （演題取り下げ）

P1-079 Preliminary Findings from a Survey of Japanese Women on Attitudes and Use 

of Contraception

Reyer A. Joshua    Department of Healthcare Administration, Nagoya University Graduate 

School of Medicine, Nagoya, Japan

P1-080 1900年から1945年生まれの女性の平均初経年齢の変化
坂田 律 放射線影響研究所

P1-081 脂肪の分布状態と二次性徴との関連：
小学生における二重エネルギー X線吸収法による検討
甲田 勝康 近畿大学 医学部 公衆衛生学

P1-082 一般児童における夜尿症といびき症状との関連についての大規模横断研究
和田 裕雄 順天堂大学大学院医学研究科

P1-083 子どもが受動喫煙に関連した病気になっても親は禁煙しない（泣）
田淵 貴大 大阪府立成人病センター がん予防情報センター

P1-084 三世代コホート調査の進捗と子どもの父母の質問票
目時 弘仁 東北大学 東北メディカル・メガバンク機構
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P1-085 小児の神経芽腫死亡のマススクリーニング休止による影響
牧野 伸子 自治医科大学 地域医療学センター 公衆衛生学部門

P1-086 小児病棟に入院した成人患者の臨床像（DPCデータベースを用いた研究）
道端 伸明 東京大学大学院 医学研究科 社会医学専攻 臨床疫学経済学教室

P1-087 BMI及び飲酒習慣と脂肪肝リスクに関する横断的研究
指宿 りえ 鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科

P1-088 海洋療法施設利用に伴う健康指標の変化に関する研究
下敷領 一平 鹿児島大学 大学院 医歯学総合研究科 国際島嶼医療学講座

P1-089 東日本大震災における震災後4年間でみる避難と喫煙状況についての研究
中野 裕紀 福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

P1-090 避難地域住民における震災後の BMIの変化のパターン：福島県「県民健康調査」
永井 雅人 福島県立医科大学

P1-091 食事制限とレジスタンストレーニングによるダイエットプログラム参加者の
身体組成の変化
上村 孝司 東京福祉大学 社会福祉学部

P1-092 住民健診受診者における野菜類摂取頻度と血清microRNAとの関連
鈴木 康司 藤田保健衛生大学 医療科学部 臨床検査学科

P1-093 子どもの野菜摂取の機会と、養育者の就労形態および労働時間との関連
越智 真奈美 国立研究開発法人 国立成育医療研究センター研究所 社会医学研究部

P1-094 朝食摂取状況と総死亡、全がん死亡、循環器系死亡に関するコホート研究
～ JACC Study～
横山 弥枝 鳥取大学 医学部 医学科 社会医学講座 健康政策医学分野

P1-095 Health effects of long-term exposure to PM2.5 and mortality：a systematic 

review

上田 佳代 京都大学大学院 工学研究科

P1-096 日英の余命の差に寄与する要因の研究
相田 潤 東北大学 大学院歯学研究科

P1-097 東日本大震災後の高齢者における身体機能の低下予測因子についての前向き研究：
岩沼プロジェクト
坪谷 透 東北大学大学院 歯学研究科 国際歯科保健学分野
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P1-098 東日本大震災前後の高齢者の運動・歩行状況の変化と抑うつ度との関連：
岩沼プロジェクト（自然実験）より
辻 大士 千葉大学 予防医学センター

P1-099 子ども期の社会経済的地位（SES）と高齢期の睡眠障害
―抑うつと睡眠薬服用は関与しているか
柳 奈津代 千葉大学大学院 医学研究院 公衆衛生学

P1-100 「地域づくりによる介護予防」普及に向けたプロトコール開発：参与観察研究
近藤 克則 千葉大学 予防医学センター

P1-101 社会参加、社会的ネットワーク、社会的サポートと要介護認定の関連：
JAGES縦断研究
宮國 康弘 千葉大学予防医学センター

P1-102 高齢者の友人等との交流と要支援等認定割合：JAGESプロジェクト
尾島 俊之 浜松医科大学 健康社会医学講座

P1-103 グループ参加における構成メンバーの多様性と健康指標との関連：
JAGESプロジェクト
芦田 登代 東京大学

P1-104 介護予防活動に資する地域診断指標開発のためのマルチレベル分析
高木 大資 東京大学大学院 医学系研究科

P1-105 中壮年者と高齢者の転倒経験と社会との関わり
片桐 辰徳 名古屋市立大学大学院医学研究科公衆衛生学分野

P1-106 高齢者における緑茶およびコーヒー摂取頻度と口腔関連QOLとの関連
―Kyoto-Kameoka Study

南里 妃名子 昭和大学医学部公衆衛生学

P1-107 咀嚼回数による唾液中αアミラーゼ分泌の違い
齊藤 具子 常磐大学 人間科学部 健康栄養学科

P1-108 Advantage of multiple spot urine sampling for estimating daily Na excretion

上地 賢 東京大学大学院 医学系研究科 社会予防疫学

P1-109 日本人高齢女性におけるたんぱく質、食事由来全抗酸化能、およびビタミンD

摂取量と虚弱の関連
児林 聡美 東京大学大学院医学系研究科 社会予防疫学
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P1-110 児童とその保護者の栄養知識と児童の食品摂取量の関連、および栄養知識と
関連する生活習慣の検討
朝倉 敬子 東京大学大学院情報学環

P1-111 日本人成人から抽出された各食事パターンにおけるヨウ素摂取量の適切性の検討
片桐 諒子 東京大学大学院医学系研究科 社会予防疫学分野

P1-112 ローカーボスコアと血糖、HbA1c、血清脂質との関連、
およびCDKAL1遺伝子多型の影響：J-MICC Study静岡地区
篠壁 多恵 名古屋大学大学院医学系研究科予防医学

P1-113 閉経後女性における炭水化物・脂質摂取と血清女性ホルモン濃度との関連：
J-MICC Study

高木 咲穂子 名古屋大学大学院 医学系研究科 社会生命科学講座 予防医学分野

P1-114 南ブラジル2州在住日系永住者における食習慣と生活習慣病の比較
北岡 かおり 京都光華女子大学 健康科学部

P1-115 Unbalanced diet and lack of exercise resulted in excessive gestational weight 

gain in Chinese women

Zhang Yumei School of Public Health, Peking University Health Science Center, China

P1-116 Prevalence and risk factors of anemia among children aged 6-59 months in 

Bangladesh

Rahman Md. Shafi ur   Department of Global Health Policy, The University of Tokyo, Japan

P1-117 あまみ島嶼地域における12日間食事調査における個人内および個人間変動に
関する比較研究
中畑 典子 島根大学 医学部 地域医療支援学講座

P1-118 日本人一般住民における蛋白質摂取と腎機能の関連：NIPPON DATA 2010

平田 匠 慶應義塾大学医学部 百寿総合研究センター

P1-119 東日本大震災が「避けられる入院」に与えた影響
笹渕 裕介 東京大学大学院 医学系研究科 公共健康医学専攻 臨床疫学・経済学

P1-120 震災関連要因と慢性疾患の治療中断の関連：地域住民コホート調査
中谷 直樹 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

P1-121 福島県「県民健康調査データ管理システム」について
高橋 秀人 福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
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P1-122 年末年始における院外心停止傷病者救急搬送件数急増の検出
高橋 邦彦 名古屋大学 大学院医学系研究科 生物統計学分野

P1-123 自宅外病院外心肺停止事例の発生場所による特徴と AEDの使用状況
―水戸市消防本部のデータから
浅野 紀子 筑波大学 人間総合科学研究科 フロンティア医科学研究科

P1-124 救急疫学データの信頼性向上のためのデータ入力システム開発の試み
藤江 敬子 筑波大学 医学医療系

P1-125 一次医療機関における疫学データのパイロット研究（呼吸器感染症について）
―STADY project―
水谷 隆史 ダイナミクス研究会

P1-126 Capacity building toward evidence-based medicine among health care 

professionals in Ho Chi Minh City

Goto Aya Department of Public Health, Fukushima Medical University School of Medicine

P1-127 Charity hospitals/clinics in Myanmar

Cho Myat Su  Department of Healthcare Administration, Nagoya University Graduate School of 

Medicine

P1-128 2010年国勢調査データに基づく和歌山県における近隣地域の居住者特性
熊谷 美香 和歌山県立医科大学 地域医療支援センター

P1-129 喫煙習慣、喫煙指数、禁煙期間と潜在性動脈硬化との関連：
滋賀動脈硬化疫学研究 SESSA

久松 隆史 滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門

P1-130 A comprehensive assessment of the sub-national burden of disease in Japan

Gilmour Stuart    Department of Global Health Policy, Graduate School of Medicine, University 

of Tokyo, Tokyo, Japan

P1-131 地域保健師を対象とした保健指導及び統計セミナー
「ひむかヘルスリサーチセミナー」を開催する意義
江藤 敏治 宮崎県立看護大学 看護学部




